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世界のトップを
目指してみませんか



Horizon 2020はEU最大の研究・イノベーション支援プログラムです



なぜ世界のトップを目指せるのか？

３つの
魅力

世界最高峰

多様性

Open



世界最高峰



世界最高峰の研究機関と共同研究できる

参加機関名 参加プロジェクト数

フランス国立科学研究センター（CNRS） 1,313

フラウンホーファー研究機構 812

ケンブリッジ大学 560

スペイン高等科学研究院（CSIC） 555

オックスフォード大学 533

マックス・プランク研究所 492

・
・
・



世界最高峰の研究者と共同研究できる

ピーター・ジョン・ラトクリフ博士

2019年ノーベル生理学・医学賞受賞者

※FP6「EUROXY」参加

2019年ノーベル物理学賞受賞者

ミシェル・ギュスターヴ・マイヨール博士

ディディエ・ケロー博士
※「OPTICON」参加



欧州は質の高い論文を数多く生産

ドイツ、英国、フランス合計

282,017
3位

ドイツ、英国、フランス合計

43,548
2位

ドイツ、英国、フランス合計

5,864
2位

文部科学省「科学研究のベンチマーキング2019」より



多様性



多様性

多国間で共同研究を行う研究・イノベーション支援プログラム

※三か国以上、三つの研究機関でコンソーシアムを組む



多様性

参加している国

参加している機関

145ヵ国

34,302機関



多様性

26,683（プロジェクト数）

34,302（参加機関数）



128,314
延べ参加数

多様性



多様性

人文科学・社会科学もカバー



Open



女性への門戸が開かれています

女性に対して“Open”



ジェンダーバランスを重視

When applying for a grant under Horizon 2020, you are encouraged to promote gender balance at all 

levels in your teams and in management structures. Applicants should seek at having a balanced 
participation, as close as possible to 50/50, of both men and women in the teams and among the leading 
roles.

At the evaluation stage, gender balance in staff is one of the ranking factors that come 
into play to prioritise the proposals above the threshold with same scores. When it 

is used, evaluators need to compare the shares of men and women in the personnel named in the 
proposals (in Part B, section 4.1, of the proposal template) and they will rank higher the proposal with the 
share closer to 50/50.

提案書の評価点が同じ場合には、プロジェクトに参加する男女比を考慮

Horizon 2020 Online Manualより



世界に対しても”Open”

米国 1,110プロジェクト、450機関

中国 214プロジェクト、254機関



日本に対しても”Open”

日本 116プロジェクト、104機関



日本の参加状況

大学
42%

研究機関
21%

企業
32%

その他
5%

参加機関（NICT,MIC公募含）



日本の参加状況

参加機関名 参加プロジェクト数

東京大学 15

九州大学 8

京都大学 7

大阪大学 7

東北大学 6

早稲田大学 6

理化学研究所 5

高エネルギー加速器研究機構 4
大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 4
国立環境研究所 4

Top 10

・
・
・



【大学】

大学名 参加件数
同志社大学 1

精華大学 1

岐阜大学 1

金沢工業大学 1

近畿大学 1

京都産業大学 1

明治大学 1

名古屋工業大学 1

秋田大学 1

熊本大学 1

三重大学 1

山形大学 1

新潟大学 1

沖縄科学技術大学院大学 1

大阪市立大学 1

公立はこだて未来大学 1

横浜市立大学 1

埼玉大学 1

信州大学 1

首都大学東京 1

富山大学 1

横浜国立大学 1

大学名 参加件数
東京大学 14

早稲田大学 10

大阪大学 9

京都大学 8

九州大学 7

東北大学 6

名古屋大学 3

筑波大学 3

関西大学 2

慶應義塾大学 2

北海道大学 2

神戸大学 2

九州工業大学 2

岡山大学 2

北陸先端科学技術大学院大学 2

東京農工大学 2

立命館大学 2

電気通信大学 2

東京工業大学 2

東京理科大学 2

千葉工業大学 1

中部大学 1

参加機関一覧



【研究機関】

機関名 参加件数
情報・システム研究機構 6
理化学研究所 6
ＫＤＤＩ研究所 5
高エネルギー加速器研究機構 4
国立環境研究所 3
自然科学研究機構 2
原子力環境整備促進・資金管理センター 2
人間文化研究機構 1
JAXA 1
日本原子力研究開発機構 1
農業・食品産業技術総合研究機構 1
物質・材料研究機構 1
産業技術総合研究所 1
情報通信研究機構 1
地球環境産業技術研究機構 1
電子航法研究所 1
野村総合研究所 1
鉄道総合技術研究所 1
一般財団法人電力中央研究所 1
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所 1
株式会社構造計画研究所 1
株式会社社会システム総合研究所 1

参加機関一覧



大学・研究機関にとってのメリット・デメリット

欧州からの助成金を得るのが難しい

手続きが煩雑

Merit

世界最高峰、多様性のある環境で研究できる

新しい研究テーマの創出できる

若手研究者の育成の機会

Demerit



企業に対しても”Open”

企業



【企業】

企業名 参加件数
日本電信電話株式会社 3
株式会社日立製作所 2
パナソニック株式会社 2
東日本電信電話株式会社 2
AICHI SEIKO 1
C&A Corporation 1
CUSIC 1
株式会社ジンズホールディングス 1
NTTドコモ 1
ソニーコンピュータサイエンス研究所 1
TDK株式会社 1
YURIKOGYO 1
株式会社IIJ-II 1
株式会社愛媛CATV 1
ＮＥＣネッツエスアイ 株式会社 1
コーデンテクノインフォ株式会社 1
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟ ﾝ株式会社 1
ユーシーテクノロジ株式会社 1
一般社団法人ナレッジキャピタル 1
株式会社コネクトドット 1
株式会社ACCESS 1
株式会社JR西日本コミュニケーションズ 1
株式会社YRP-IOT 1
株式会社アクタスソフトウェア 1
株式会社フジクラ 1
株式会社横須賀テレコムリサーチパーク 1
株式会社日立ソリューションズ東日本 1
国際航業株式会社 1
日本マイクロソフト株式会社 1
日本電気株式会社 1

企業に対しても”Open”



企業にとってのメリット・デメリット

欧州からの助成金を得るのが難しい

手続きが煩雑

プロジェクト開始までのスパンが長い

Merit

国際標準化に参画できる

多国間で実証実験のチャンスがある

従来にない技術を探索できる

Demerit



企業の参加状況

26／33

33／104

日欧共同公募への参加数

企業の参加数



企業の参加状況

実は、日本企業は既に欧州の現地法人を介して、

非常に多くの企業が参加しています。



企業の参加状況

2017年「Jeupiste report」より抜粋

Japanese companies are largely participating through their affiliate organisations in Europe. 

So far, 95 projects involving 50 different Japanese affiliate companies are currently running in Horizon 

2020. 



企業の参加状況

Horizon 2020は

企業のグローバル化に貢献しています



2019年8月現在

参加延べ数 MSCA参加延べ数 割合

全世界 116,093 23,098 20%

日本 198 95 48%

日本ではMSCAが人気



M S C A



MACAの特徴

特徴

研究者、スタッフのモビリティを支援

ボトムアップ型

cross-border and cross-sector



研究者のモビリティを支援

最大５４０人・月/コンソーシアム （RISEの場合）

派遣期間は1か月～12ヶ月

（ある大学）
・約2年間で43人が日本に滞在

（ある研究機関）
・欧州の研究者が年間40人ほど日本に滞在

優秀な人材が集まる

研究室が国際化する

生涯の財産となる人的ネットワークが拡大する

メリット



• 技術・知識・アイデアを持った欧州から研究者が、MSCAの資金で日本に来て研究

を行ってくれる。

• 本来であれば自分たちで行わなければならないことを、欧州の優秀な人材がたくさ

ん来て、行ってくれる。そして実績を内外に示すことが出来る。その実績が呼び水

となり、更に優秀な人材・資金を集めることができる。

優秀な人材が集まる

メリット



研究室が国際化する

• Horizon 2020に参加したことで、新たに欧州の人が研究室を訪れるようになり、研究

室は“強制的”に国際化されました。

• 最近の日本人学生は留学をしたがらず、研究現場は「島国化」しています。でも、国際

化の影響で、学生たちは海外の人と向き合うことへの苦手意識を克服しつつあります。

• 若い研究者が交流すると、実験のノウハウが蓄積するし、互いに学べることも多い。研

究テーマが広がります。

メリット



人的ネットワークが拡大する

メリット

• エジンバラ大から来て九州大のポスドクをしていたスペイン人研究者は2018年
からエジンバラ大の講師になりました。逆に、エジンバラ大に留学していた学
生が2019年から九州大の助教になるなど、Horizon 2020効果で若い研究者の
ネットワークが出来上がりつつあります。

• 研究成果だけでなく、プロジェクトメンバー間での人的交流も盛んに行うこと
ができ、ほぼ同じメンバーで別のHorizon 2020の公募に応募するなど、しっか
りとした人間関係を構築することができた。

• 小さなネットワークが核となって、将来成長していく可能性がある。個人レベ
ルの共同研究を作り、いつか新しいプロジェクトで大きく育てることができ
る。



 課題が見つかり、新たなアイデアにつながる

メリット

優秀な人材が集まる

研究室が国際化する

生涯の財産となる人的ネットワークが拡大する



ボトムアップ型

自由に研究内容を決められる

 Fracture Across Scales and Materials, Processes and Disciplines
 InvisiblePlus
 Japan and Europe Network for Neutrino and Intensity Frontier Experimental Research
 MIREL - MIning and REasoning with Legal texts
 Molecular diagnostics through DNA modification and interfacial engineering
 Non Minimal Higgs
 NTENSE: particle physics experiments at the high intensity frontier, from new physics 

to spin-offs. A cooperative Europe - United States - Japan effort.
 Organic Charge Transfer Applications
 PROviding new insighT into INteractions between soil fUnctions and Structure

・
・
・



cross-border and cross-sector

全てのセクター間での交流が可能

• ヨーロッパのレベルの高い大学や研究機関、大企業、中小企業
の間で魅力的なキャリアアップの機会を得ることができる。

• 大学、研究機関、企業、中小企業、NGO、博物館・・・



Horizon 2020に参加して

世界のトップを目指してみませんか



公募情報の探し方



公募を探すとき



Horizon 2020 Framework Programme(H2020)をクリック



①

②

ホライズン２０２０三大ピラー

①フィルターで検索。もしくは、
②検索窓にキーワードを入力してください



European Research Council 
(ERC)    

Marie Sklodowska Curie 
Actions      

Future and Emerging 
Technologies

Leadership in Enabling 
Industrial Technologies (LEIT)
•ICT
•Nano new materials
•Biotechnology
•Space 

Access to Risk Finance

•Health , wellbeing
•Food Security, bio resources
•Clean Effic.Energy
•Green Integrated Transport
•Climate, environment, resource 
efficiency, raw materials
•Inclusive Society
•Secure societies  

Spreading Excellence and Widening Participation Science with and for Society

Pillar1（第1の柱） Pillar2（第2の柱） Pillar3（第3の柱）
Excellent Science Industrial Leadership Societal Challenges

Innovation in SMEResearch Infrastructures             

Joint Research Centre (JRC) European Institute of Innovation and Technologies (EIT)

Euratom



「Societal challenge」をクリックすると、2,768件出てきます。

全件数が出てきます



「Health, demographic change and welbeing」を選択

全件数が出てきます

「CLOSED」のチェックを外すと、

現在公募中もしくは、今後の
公募が掲載されます。

49



手入力で検索も可能です

②手入力で検索することも可能です



プロジェクトID

プロジェクトタイプ

公募開始日 締切日



８３の機関がパートナーを探しています

プロジェクトの詳細です



• 採択された（現在進行中または終了した）プロジェクト
を探すことが出来ます。

• プロジェクトの詳細がわかります（金額、期間等）
• どの国の、どの機関が参加しているかがわかります。

採択された
プロジェクトを探すとき



CORDISの場所



CORDISの場所



探し方は2通り

①

②ここからダイレクトに探すことも可能。



①キーワードで検索

②キーワードを入力

①項目を選択し



「tokyo」に関する情報が出ます



例えば、「nagoya」と入力した場合、下記のような情報が出ま
す。



項目をクリックします。



プロジェクトを選択すると、詳細が出てきます。



コーディネーター（幹事役）の情報

参加機関一覧

名古屋大学様が出てきまし
た。



②プロジェクト名がわかる場合

「Drynet」
と入力。



プロジェクトが出てきました。



②プロジェクト番号がわかる場合

プロジェクト番号でも探すことが可能。

「778104」
と入力



プロジェクトが出てきました。



パートナーを探すこともできます





どのくらいの機関がパートナーを探しているかがわかります。



リスト先に機関に連絡することが可能です。

この期間の情報が見れます



HOW TO PARTICIPATEの
Partner searchからも探せます



Organisation nameに名前を入れる

※「Hitachi」と入力すると、日立製作所様の情報が出ます。

例えば「HITACHI EUROPE LIMITED」をクリックしてみると・・・



詳細な情報が閲覧できます。

PIC番号



どの地域の、どの機関とネットワークを組んでいるかが一目でわかります。



Horizon 2020の統計情報、

プロジェクト参加状況一覧を探す時
統計情報を探すとき





「Qlik sense Europa EU」と検索









Horizon2020の各情報が表示されます。



Horizon2020全体の情報が表示されます。





地図から日本を選択



Top Participantsから機関を選択



例えば「Tohoku」と入力する。



Organisation Profileをクリック



プロフィールと、参加プロジェクト一覧が確認可能





H2020 Projectsを選択



自動的に、東北大学様の現状が表示されます



参加中の全プロジェクトが表示されます

宮島英昭教授

吉村浩明教授

中村英俊准教授

舟橋 弘晃講師

河野貴美子教授



ありがとうございました
Horizon 2020


